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1．はじめに 

宮城県南三陸町ではバイオガス施設「南三陸

BIO」を核とした地域資源循環の取り組みが進め

られている[1]．具体的には南三陸町の住民がごみ

集積所に設置されているバケツに生ごみを入れ，

資源回収業者がバケツを回収し，生ごみをバイ

オガス施設で電力や液肥に変換，地域内で再利

用する活動である． 

 この活動には 2 つの課題がある．1 つは住民の

参加頻度を増やし生ごみの回収量を増やすこと

である．もう１つは生ごみの中の異物を減らす

ことである．前者は再利用する電力や液肥を増

やすことを目的とする．後者はバイオガス施設

の劣化を防止することを目的とする． 

 昨年度は，これら課題に対して，住民に対し

て感謝をフィードバックすることによって向社

会的行動が促進され課題を解決できるだろうと

考え，仮説を検証した[2]．その結果，課題解決に

つながる可能性があることが確認された．また，

実験設計にはいくつかの課題があることがわか

った． 

 本年度は，実験設計を見直し，再度実験をす

ることで，より正しく感謝フィードバックの効

果を分析しようとしている．本稿では，これら

活動内容を報告する． 

 

2．昨年度の活動内容 

 筆者らは南三陸町の地域資源循環の取り組み

における課題に対して，感謝をフィードバック

することで課題が解決できると考え，仮説を検

証した[2]．具体的には，一部のごみ集積所に資源

循環活動参加に対する感謝状を掲示し，住民に

感謝をフィードバック，感謝状を掲示した群と

非掲示群を群間比較することにより，感謝フィ

ードバックの効果を分析した．  

その結果，分別品質については，感謝状を掲

示すると有意に向上することが確認され，回収

量については，有意差はないものの，感謝状を

掲示した群の方がより回収量が増えることが確

認された．この実験の結果を踏まえ，実験設計

に次の課題があると整理した． 

 

課題① 群の母数のバランスを均等にすべき 

 感謝状を設置にかかる手間や設備費の都合上，

全ごみ集積所 261か所に対して，感謝状を設置で

きたのは 42 か所に留まった．感謝フィードバッ

クの効果をより正しく分析するには，母数のバ

ランスを均等にするべきである． 

 

課題② 季節の影響を受けない実験を設計すべき 

 感謝状を設置する都合上，42 か所に同じタイ

ミングで感謝状を設置することができなかった．

具体的には 1週間あたり 6か所に感謝状を掲示し，

7週間で計 42か所のごみ集積場に感謝状を掲示し

た．そのため，昨年度の実験では季節によるご

み出し傾向の違いにより，正確に比較ができな

かった．よって，実験設計を見直す必要がある． 

 

3．本年度の活動内容 

本年度は，上記課題に従い，実験設計を見直

し，再度実験をすることで，より正しく感謝フ

ィードバックの効果を分析する． 

 

3．1．実験設計 

昨年度は感謝状を物理的に設置する事で感謝

をフィードバックした．しかし，この方式では

感謝状設置にコストがかかるため，一度に多く

の感謝をフィードバックすることは現実的では

ないため課題①②の解決が難しい．そこで，本

年度は，広報誌を活用し感謝状を住民に配布し，

感謝をフィードバックする．感謝状には，昨年

度と同様に資源循環へ貢献したことに対する感

謝のメッセージを記載する．この感謝状を図１

のように，2019/12/15 にランダムで抽出したご

み集積所(感謝状配布群，125 か所)を使う住民に
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図１:実験スケジュール 
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配布する．その後，公平を期すために，

2020/1/15に残りのごみ集積所(非配布群，126か

所)を使う住民に感謝状を配布する．データ分析

は 2019/11/15～2020/1/14のデータを使い，感謝

状配布前と後でどの程度回収量と分別品質が変

化したかを算出し，感謝状配布群と非配布群を t

検定にて群間比較することで効果を分析する． 

この実験設計により，感謝状配布群(125 か所)

／非配布群(126 か所)と群の母数が均等になる

(課題①を解決)．また，12/15 に感謝状を一斉配

布することで，季節によるごみ出し傾向の違い

に影響を受けずに結果を分析できるようになる

(課題②を解決)． 

 今後，感謝状を活用した感謝フィードバック

を町の施策として実行するにあたり，感謝状印

刷の手間やコストが問題になる可能性がある．

そのため，さらに簡単かつコストをかけずに感

謝をフィードバックする仕組みが必要と考えら

れる．そこで筆者らは IT を活用した感謝フィー

ドバックの検討を始めた． 

 

3．2．ITを活用した感謝フィードバック 

 図２のように，感謝状の QR コードをスマート

フォンで読み取る事で，Web アプリが起動し，資

源循環へ貢献したことに対する感謝のメッセー

ジ，過去のごみ出し傾向，ワンポイントアドバ

イスを確認できるようにした．このように感謝

状を起点に Web アプリに誘導し，以降は，Web ア

プリ上で回収量や分別品質を考慮した感謝メッ

セージを出すことで，感謝状印刷の手間やコス

トを抑えることができる． 

 本年度は，配布する感謝状に QR コードを埋め

込み，どの程度の人が QR コードを読み込むか，

継続して Webアプリを利用するかを確認する． 

 

3．3．実験結果 

 現在データ収集中のため，IT を活用した感謝

フィードバックの利用状況のみ速報値として報

告する．2020/1/6 現在，2019/12/15 に配布した

感謝状(2068 部配布)の QR コードを読み取り，感

謝フィードバックアプリを利用した人数は 10 人，

継続利用している人は 0人であった． 

 

3．4．考察 

 感謝フィードバックアプリの利用者が少ない

理由としては，広報誌で配布される資料を見な

い住民が多くいることが考えられる．また，南

三陸町の高齢化率は 34.2%と日本全体の高齢化率

より高いため，スマートフォンを使いこなせな

い人が多いことも考えられる．原因を究明する

ために，住民へのヒアリングやアンケートで調

査することを検討している． 

 

4．おわりに 

 南三陸町の地域資源循環の取り組みにおける

課題に対して，筆者らは広報誌を活用し感謝状

を配布することで，課題を解決できると仮説を

立て，検証を進めている．また，IT を活用した

感謝フィードバックアプリを試作，感謝状から

アプリに誘導することにより，どの程度の人が

アプリを継続して利用するかを検証している． 

 執筆現在，感謝フィードバックアプリの利用

者は 10 名と少ないことが確認された．ヒアリン

グなどで原因を究明し，改善方法を検討する必

要があることがわかった． 
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図２:感謝フィードバックアプリ 
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